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1。序論

　毎年 70 万戸前後か新築される木造建築物は、すて

に膨大な量の建築物ス トッ クになっ て い る。これ らの

多くはすで に建設後の年数が経過 して 、 構造骨組に使

われた木材の 老朽化が進んだもの が多数ある。 阪神淡

路大震災の ときに 、 これ らの建物が倒壊して 多数の 死

傷者が出たよ うに 、 現代社会の建築災害を引き起こす

大きな原因になっ て い る。老朽化 した木造建築に起こ

る災害を防ぐこ とが出来るよ うに木造建物を繝 寺保全

するに は 、構造骨組に使われた木材の残存強度を、構

造体を取り壊さずに非破壊の方法て調 べ るこ とが必要

で ある。

　木造の実構造物の骨組に使われた木材の強度を、 構

造物を壊すこ となく測定するためには、ビス の引き抜

きに よる試験方法が有用て あるとの既往の研究 1）〜

3）がある。そこで本研 究では、木材の ヒス 引き抜き強

度を詳し く調べ るための試験を行っ た。

2　 試験方法

　写真 1 〜 3 の よ うに、木造骨組に外装部材を取 り付

ける ときに使われて い る径 5　 5mm
、 ね じ部長さ4

5mm 、 全長 70mm の鋼製イ エ ロ
ー

ク ロ
ー

ムメ ッ キ

処理 ヒ ス （JlSG3539SWCH18A ）を用い

た。ヒ ス 引き抜き試験はサ ン コ ーテク ノ株式会社製

テクノス タ
ーR シ リーズ、R − 2000ND を用い て

行 っ た。
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　薪材 7種類と、実構造物に使用 された後に廃材とし

て出た古材 4種類の 、計 11 種類の木材を用い た。

　写真 4のよ うに ビ ス 引き抜き試験体の寸法は 100

mmXlOOmm × 200mm て、軸方向が 200m

m である。

　試験体が飽和吸水状態、 30 ％程度含水率 （繊維飽

和点に近い 状態）、15 ％程度含水率 （気中で ほぼ乾燥

に近い状態》、絶乾状態につ い て ビ ス 引き抜き試験を行

っ 鳥 またビス のねじ込み方向は木材の軸方向と軸に

垂直方向の 2種類とした。

木材試験体は 、 それぞれ の種類につ い て 4 体である。

ビス は同じ種類の木材試験体で含水率ごとに、 10m

m
、

20mln 、 30mm
、 40mm の いずれか の長さ

で軸方向は 8本ずっ
、 軸に垂直方向に 32 本ずっ ねし

込ん で 引き抜き荷重を測定した。

3 ．試験結果

　飽和吸水状態、含水率 30 ％、含水率 15 ％お よび

絶乾状態の 軸に垂直方向の ビス 引き抜き試験結果を

図 1〜4 に示す。

　ビ ス 引き抜き荷重の大きさは、飽和吸水状態く含水

率 30 ％〈含水率 15 ％〈絶乾状態の傾 向になっ て

お り含水率が大き い ほ ど6鍍 が低 くなる とい う木材

の性質が表れ て い る。 また当然であるが 、 ヒ ス のねじ

込み長 さが大きい ほ と大きくなっ て い る。

4　考察 と結論

　ス ギの 試験結果の 4 つ の含水率ご との軸方向と軸に

垂直方向を比較 した図 5 〜8 を見る と、 引き抜き荷重

の大きさは 、
ビ ス ねじ込み長さか大きい ほ ど大きくな

り、両者の関係はほぼ線形である。

　既往の研究
2）

では ビ ス の先端の ね じ込み長 さが 5m

m までは 、 引き抜きに対して抵抗しない とい うこ とが

示 されてお り、 試験結果 もこれ を裏付けて い る。

これ らの こ とか ら、
ヒ ス の先端の 5mm は 、

ビス 引き

抜き荷重の大きさに影響しない と考え、
ビス ね じ込み

長 さから5mm を引い た長さをビス ね じ込み有効さと

するのが適当で ある。

　従っ て、次の式のよ うにビスね し込み有効匿さで、

ビス 引き抜き荷重を割っ たねじの長さ 1mm 当た りの

引き抜き荷重で ビ ス 引き抜き弓鍍 を表す。

　ビス 引き抜き強度 ＝＝ （ビ ス 引き抜き荷重）／ （ビス

ね じ込み有効長 さ）　 N ／mm
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表 1　 ビス 引き抜き強度 （単位 ： N ／mm ）

含水率 軸方向 垂直方向

飽和 423 63．6

30％ 542 68．2 
ス

ギ 15％ 57．7 710

繍 55．4 79．9

飽和 5a3 914

縦 664 1085 
ヒ
ノ

キ
15％ 789 117．3

繖 929 1196

飽和 46．ア 829

30％ 51，7 89β
 
ス

プ
ル

ー
ス

重5％ 68．1 949

纎 83．9 1097

飽和 89．0 1333

30％ 97．8 146．9
 
ベ

イ
マ

ツ
15％ 112β 141」

纎 1224 1592

飽和 61β 1112
 
ベ

イ
ト

ガ

30％ 72．6 1姓 6

15％ 74．0 128D

繍 95．5 1318

飽和 86．6 12α7

3〔｝％ ga3 142。4 
SPF15

％ 102，5 157」

撹 121．4 159．8

飽和 8α1 106、3
 
古
材
−

30％ 104．2 149．7

i5％ 13a2 18Z3

繍 160．4 1gao

飽和 59，3 93．5

3〔遇 95．8 137，4 
古
材
2

15％ 93．7 1314

雛 176．9 226．0

億1 日本文理大学大学院　修士課程
窟2 日本文理大学　教授 ・工博

飽和 7a3 118．9

 
古
材
3

30％ 1069 1414

15％ 91β 145．4

繍 182．1 23λ3

飽和 6a3 ga8

30％ 7ao 101．1 
古
材
4

15％ 826 1255

絶乾 123．7 129．6

飽和 6屯3 1197

30％ 80．4 144B 
地
松 15％ 107，2 172、2

繖 141β 179．0

表 1 は、長 さ 1mm あた りの ビ ス 引き抜き強度の
一

覧で ある 。
こ の 表を見る と、新材の ビ ス 引き抜き強度

は含水率 の 変化による影響が小 さく古材は大きい傾向

が出てい る。また軸方向 と軸に垂直方向の 引き抜き強

さは、全て の木材で垂直方向が大きい。
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